
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７／２；№４０ 

平成29年2月1日発行 

 

 

平成 28 年度において、公益財団法人国際文化

カレッジ主催として「ディジタル技術検定」「レ

タリング技能検定」「フォトマスター検定」が文

部科学省後援検定として実施されました。そのう

ち、フォトマスター検定を除く２検定について

は、１月３１日付にて表彰が行われ、受賞者には

賞状が届けられました。検定の合格だけではな

く、高い目標を持ち学習を進めた結果が表彰に繋

がります。授賞された方については、後進の指導

などにおいても今後活躍されることを期待いた

します。 

平成28年度 成績優秀表彰内訳  
 

＜個人賞＞  
［文部科学大臣賞］…………………… ５名 

（１級制御１名、２級情報・制御各２名）   

［優秀賞］………………………………５８名 

［優良賞］………………………………７９名 
 
＜団体賞＞  
［文部科学大臣賞］………………… ２団体 

［団体優秀賞］……………………… ３団体 

 

成績優秀者、文部科学大臣賞他を受賞 
年度ディジタル技術検定成績優秀者表彰 

第 回ディジタル技術検定／試験問題の解説 

 文部科学省後援として行われた平成 28 年度の検

定試験は第52回が6月26日、全国36箇所(本会場

15、準会場21)の会場で、第53回が11月27日、全

国38箇所(本会場15、準会場23)の会場で一斉に実

施され、1～4級に合計2,272人が挑戦しました。各

回の級別志願者数と試験結果は3ページの表にまと

めてあります。以下に、各回の試験結果について試

験委員に簡単な解説をお願いしました。 

【１級の試験結果】 

  １級の試験は第53回に行われ、受験者は情報部門

38 名、制御部門 60 名で、前回よりも情報部門で 3

名、制御部門で6名多くなっています。合格者は情

報部門が6名、制御部門が9名ですから、人数だけ

を見ると制御部門が前回よりも3名尐なくなってい

ます。 

［情報部門］ 

  必須問題では、計算量に関する問題１が平均点57

 

点と成績がよかったのですが、巡回符号の問題2とﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語の問題3がいずれも成績が悪く、平均点

が13 点～16 点程度です。必須問題には誰にでも理解

できる基礎的な問題を出題するように心がけている

のですが、やはり得意・不得意があるのでしょうか。

選択問題では、OSの問題5に27名の受験者が解答し

ていますが、平均点は40点を下回っています。 

［制御部門］ 

  必須問題には平均点が 50 点を超すものが無く、特

に通信ｼｽﾃﾑに関する問題3の成績が悪く、平均点が20

点です。選択問題では25名が選択したＩｏＴの問題6

が平均点 73 点を超す好成績でした。最近話題になっ

ているので、関心が高かったのでしょう。逆に成績の

悪かったものとして「D-A 変換器の単調性」と「A-D

変換器のコード欠け」の問題 4 で、選択した 14 名中

満点の答案は2名だけでした。簡単なことを短い文章

で正しく表現することに慣れていないようです。 

ディジタル技術検定 
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【２級の試験結果】 

［情報部門］ 

  情報部門では、第 52 回が受験者 199 名に対す

る合格者が 123名で合格率は 61.8％、第 53回で

は受験者 226 名で合格者が 135 名、合格率は 

59.7％です。前年度第50回の合格率が36.7％と

非常に低かったのですが、このような例を除けば

例年並みと言うところでしょうか。 

第５２回 

(9）大規模なﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙから文字列を探しだすとき

のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを答える問題です。正解は｢BM 法(ﾎﾞｲ

ﾔｰ･ﾑｰｱ法）」で正解率は 19.6％で、誤答として｢ﾓ

ﾝﾃｶﾙﾛ法｣が 23.6％、｢ﾀﾞｲｸｽﾄﾗ法｣が 26.1％選択さ

れました。ﾓﾝﾃｶﾙﾛ法は、数学的問題の処理に乱数

を用いる方法の総称で、ﾀﾞｲｸｽﾄﾗ法は与えられた

ｸﾞﾗﾌについて重みを考慮した2点間の最短経路を

求める方法です。他の選択肢は｢ﾆｭｰﾄﾝ･ﾗﾌﾟｿﾝ法｣、

｢ﾕｰｸﾘｯﾄﾞの互除法｣、｢ｶﾞｳｽの消去法｣、「ﾐﾆﾏｯｸｽ法」

です。(10）五つの選択肢｢MDA」、｢VDM-SL｣、｢ｱｼﾞ

ｬｲﾙ」、｢ｳｫｰﾀﾌｫｰﾙ」、｢ｽﾊﾟｲﾗﾙ｣の中から、｢ｿﾌﾄｳｪｱ

開発手法ではないもの｣を選びます。それぞれの

選択肢について説明する余裕はありませんが正

解は｢VDM-SL｣です。VDM-SL はｼｽﾃﾑ等の仕様を記述

する｢仕様記述言語｣の一つで、仕様記述言語とし

ては度々出題される UML などもあり、正解率は

34.7％です。(13）七つの選択肢の中から、ﾘﾚｰｼｮ

ﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの正規化における「第一正規化」の説

明として正しいものを選びます。ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの正規

化とはﾃﾞｰﾀの矛盾や重複を無くすための操作で

第一正規化から第五正規化まであります。この問

題の｢第一正規化｣は｢繰り返しを排除する操作｣

で、与えられた選択肢の中には第二正規化以下の

操作を表す文もあります。正解率は 28.6％です。 

第５３回 

(5)４元無記憶情報源で、各ｼﾝﾎﾞﾙの生起確率が全

て同じであるときの情報源ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰを求めます。

ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰの問題はいつも正解率が低いのですが、

今回のように最も簡単であると思われる例につ

いても正解率は30.5％でした。特に解説の必要も

ありませんが、ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰの意味と計算法など理解

してください。(7）磁気ﾃﾞｨｽｸの仕様が与えられ

ていて、平均回転待ち時間と平均ｱｸｾｽ時間を求め

ます。仕様によるとﾃﾞｨｽｸの回転数は毎分 6,000

回ですから1回転に要する時間は10ｍｓ、平均回

転待ち時間はその2分の1ですから5ｍｓとなりま 

す。正解率は 54.0％です。平均ｱｸｾｽ時間はこれに平

均位置決め時間とﾃﾞｰﾀの転送時間を加えますが、平均

位置決め時間は仕様に2ｍｓと与えられています。ﾃﾞ

ｰﾀの転送時間は、2 ｷﾛﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀを毎秒 2 ﾒｶﾞﾊﾞｲﾄで

転送しますから1ｍｓかかり、合計8ｍｓが正解です。

正解率は22.6％でしたが、7ｍｓの誤答がこれよりも

多く 25.2％ありました。ﾃﾞｰﾀの転送時間を忘れたの

ではないでしょうか。（9）与えられた目的に合う、計

算ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを答える問題です。簡単に答だけを書くと

「素数を効率的に求めたい」は｢ｴﾗﾄｽﾃﾈｽのふるい法」、

｢文字列の照合をしたい｣は第52回の（9）にもありま

したが「ﾎﾞｲﾔｰ･ﾑｰｱ法（BM法）」で、第52回の正解率

19.6％に対して第53回では44.7％になりました。「図

形の面積を求めたい」は選択肢の範囲では｢ｼﾝﾌﾟｿﾝ法」

を選ぶことになりますが、これらの中では素数を求め

るｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの正解率が最も低く 26.5％でした。使わ

れないｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの中で｢ﾎｰﾅｰ法｣は、1 変数の多項式 

を計算する方法です。 

［制御部門］ 

  制御部門では、第52回が受験者313名で207名が

合格して合格率66.1％、第53回が受験者339名で236

名が合格して合格率は 69.6％でした。制御部門でも

第50回の合格率が35.4％と低かったのですが、これ 

を除けば例年並みの合格率です。 

第５２回 

(3）2進重み抵抗型D-A変換回路で解答する小問は三

つありますが、正解率の低かったのは出力側に使われ

ている演算増幅器の用途です。正解は｢電流－電圧｣

変換回路で、誤りそうな選択肢は｢周波数｣と｢電圧－

電流｣の二つです。D-A 変換回路にはいろいろなもの

がありますが、入力のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ量を大きさに比例した

電流で表すことが多いので、これを電圧信号に変換す

るために｢電流－電圧変換回路｣が使われます。正解率

は45.0％です。（4）誤り訂正符号に関するﾊﾐﾝｸﾞの限

界式について、説明文の空所を埋める問題です。空所

は4カ所ありますが、｢長さｎの2元符号における１

ﾋﾞｯﾄ誤りの数｣に対する正解率が 47.0％と低かっ

たので取り上げました。改めて説明する必要もな

さそうですが、1 ﾋﾞｯﾄの誤りは長さｎの符号の何処

かのﾋﾞｯﾄに起こるのですから、その数が｢ｎ｣個で

あることは当然です。問題には｢一つの符号につい

て｣と断っていないので、あるいは符号語全体のこ

とを考えたのかも知れません。（9）遅延要素(遅れ

要素)のﾌﾞﾛｯｸ図と入出力信号が与えられていて、

その伝達関数と要素の名称を答えます。｢遅延要

素」という名称の正解率63.3％に対して、 



 

 第５２回検定結果 （２８年６月２６日実施） 第５３回検定結果 （２８年１１月２７日実施） 

級／部門 志願者数 受験者数 合格者数 合格率％ 志願者数 受験者数 合格者数 合格率％ 

１級 
情報 － － － － 45 38 6 15.8 

制御 － － － － 69 60 9 15.0 

小 計 － － － － (114) (98) (15) (15.3) 

２級 
情報 216 199 123 61.8 248 226 135 59.7 

制御 345 313 207 66.1 371 339 236 69.6 

小 計 (561) (512) (330) (64.5) (619) (565) (371) (65.7) 

３ 級 383 360 254 70.6 367 332 268 80.7 

４ 級 199 190 146 76.8 233 215 171 79.5 

合 計 1,143 1,062 730 68.7 1,333 1,210 825 68.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素」という名称の正解率63.3％に対して、伝達関

数の正解率は 22.0％です。正しい伝達関数は

｢ ｣ですが、｢ ｣という誤答が 31.6％

ありました。この伝達関数で表される要素は、｢１ 

次遅れ要素｣です。 

第５３回 

(4)3 ﾋﾞｯﾄの情報に対する 7 ﾋﾞｯﾄの巡回符号で、

問題前半は選択肢の中からこの符号に含まれな

いものを探します。選択肢は 6個で、5個は符号

（0100111）を巡回したもので残りは（1010110）

という誤った符号です。正解率も高く 78.2％でし

た。正解率の低かったのは問題後半で、この符号

の個数を答える部分です。情報が 3 ﾋﾞｯﾄですから

符号の個数が 8個になるのは明らかですが、7個

とした誤答が 47.8％もあり、正解はわずかに

21.8％です。（0100111）を巡回させただけでは符

号は 7 個しかできませんが、これに情報（000）

に対する符号（0000000）を加えた 8 個が正解で

す。（6）前問（5）で 3 変数の多数決関数の加法

標準形として論理式｢ ｣が与

えられていますが、ここではこれと等価な乗法標

準形を求め、両者の関係を答えます。乗法標準形

は「 」で正解率は84.7％

と高かったのですが、前の式との関係が答えられま

せんでした。式の形としてはANDとORを入れ替えた

ものですから「双対」が正解ですが、正解率は23.9％

です。正解以外の選択肢には「相反」、｢反転」、｢対

等」、「真逆」がありますが、｢対等」を選んだ誤答が

54.6％ありました。なお、｢対等｣については第 53

回3級の問題（8）に簡単な解説があります。この関

数のように、双対な式が同じ関数になる論理関数は 

｢自己双対関数｣と呼ばれています。(14)久し振りに

出題された、ｽﾀｯｸの問題です。前半ではｽﾀｯｸの動作

｢LIFO」を答えるのですが、正解率は58.1％でした。

後半では、ある状態にあるｽﾀｯｸに何回かのpushとpop

の操作を繰り返したときの結果から、はじめの状態で

ｽﾀｯｸのtopにあったﾃﾞｰﾀを答えます。与えられた操作

ではpushが5回、popが3回行われていますから、

ｽﾀｯｸのﾃﾞｰﾀは2個増えていることになり、操作の前に

ｽﾀｯｸのtopにあったのは上から3番目のﾃﾞｰﾀです。正

解率は49.0％でした。 

【３級の試験結果】 

第52回は受験者が360名で254名が合格し、合格

率は70.6％、第53回は受験者が332名で268名が合

格、合格率は80.7％になります。前年度の結果と比

較して、大きな変化はありません。 

第５２回 

(8)与えられた 3変数のｶﾙﾉｰ図から、これに対する

論理式を求める問題です。3変数のｶﾙﾉｰ図では、隣

り合った二つのマスをまとめることで変数が一つ

減って 2変数の項になりますが、このようなﾌﾞﾛｯｸ

をさらに二つ(マスの数は四つ)まとめると一つの

変数を表すことになります。問題のｶﾙﾉｰ図には｢1｣

と書かれたマスが六つあり、このようにまとめる

ことのできる四つのマスが二組重なった形です。

それぞれのﾌﾞﾛｯｸは一つの変数 と を表しま

すから、求める論理式は｢ ｣で、正解率は

51.9％でした。(9)Ｔﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ 4個と NAND素子 1

個を用いたカウンタで、入力側から 2 番目と 4 番

目のﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟの出力 と がNAND素子に入

力されて、その出力が共通のﾘｾｯﾄ端子に加えられ

ています。問題はこのｶｳﾝﾀは何進のｶｳﾝﾀかです。

はじめの状態( )を（0000）としたと

き、4個のﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟだけの場合には入力ﾊﾟﾙｽをｶ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｳﾝﾄし(1111）からはじめの状態に戻ります。問題

の回路は NAND 素子があるため と が 1 と

なる状態(1010）(10 進数の 10)でﾘｾｯﾄされるの

で、この回路は｢10進ｶｳﾝﾀ｣です。正解率は50.6％

でした。なお、図で分かるように使われているﾌ

ﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟはﾘｾｯﾄ端子に○印があるので、ﾘｾｯﾄ入

力 0でﾘｾｯﾄされます。(13)整数 aを整数 bで割っ

たときの商Nを求める流れ図の、空所に入れる式

を求めます。はじめにaを Jに、bを Kに代入し

て N=0とし、Jから Kを何回引くことができるか

を Nでｶｳﾝﾄします。Nは整数ですから、｢商｣と言

っても答の整数部分だけを求めることになりま

す。空所に入れる式は｢J-K→J｣で、正解率は

43.9％でした。問題の文章が、やや説明不足であ 

ったような気もします。 

第５３回 

(4)ｐﾁｬﾈﾙとｎﾁｬﾈﾙのMOS FET2個を相補接続した

論理素子の図が与えられていて、その説明文の空

所を埋める問題です。答と正解率だけを書くと名

称｢CMOS IC｣が 75.6％、消費電力が｢小さい｣とい

う特長が 96.1％でしたが、この回路の論理動作

｢NOT｣の正解が 44.6％であるのに対して、｢AND｣

という誤答が 51.8％ありました。図には入力端

子が一つしか無いのですが、何故間違えたのでし

ょうか。注意不足です。(8)AND素子 2個と OR素

子 1個を用いた論理回路が示されていて、これと

同じ働きをする素子を六つの選択肢の中から求

めます。選択肢には論理積素子、論理和素子、排

他的論理和素子と、それぞれを否定した素子があ

ります。与えられた回路は簡単なもので、その働

きが論理式で書くと｢ ｣になることは

すぐに分かりますが、これを一つの素子で表すとど

うなるかが問題です。式の形から論理積、論理和及

びこれらの否定で無いことは明らかですから、候補

となるのは排他的論理和とその否定だけです。結果

だけを書くと、上で求めた式は二つの変数AとBが

共に0または1のときに1となる関数で｢対等｣と呼

ばれ｢排他的論理和の否定｣になり、正解率は61.7％

です。(16)伝達関数 のﾌﾞﾛｯｸに、伝達関数 の

ﾌﾞﾛｯｸによる負帰還をかけたｼｽﾃﾑのﾌﾞﾛｯｸ図が与え

られていて、合成の伝達関数を求めます。最も基本

的な知識ですが正解率は低く、「 」

という正解は43.4％です。分母の｢＋｣が、正帰還の 

ときには｢－｣になることに注意してください。 

【４級の試験結果】 

 第52回は受験者190名中146名が合格して合格率

は75.8％、第53回は215名の受験者中171名が合格

で合格率は79.5％です。 

第５２回 

(11)ある検定試験の受験資格を説明した文が与えら

れ、これを表す論理とそれに対応する論理回路とを

求めます。度々出題されている問題ですが、正解率

は論理式が64.2％、論理回路が59.5％です。論理回

路としては基礎的な知識ですから、正解率はもっと

高くなってほしいと思います。なお、この問題につ

いては後に第 53 回の問題(11）でも触れています。

(15)選択肢に挙げられた｢ﾚｼﾞｽﾀ｣、｢主記憶装置｣、｢ﾌ

ﾗｯｼｭﾒﾓﾘ」、｢DVD｣の中から、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの記憶として最

も動作速度の速いものを答えます。正解は｢ﾚｼﾞｽﾀ｣

で、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの動作中頻繁に書き込みや読み出しが行

われるので、動作速度の速いことが要求されます。

正解率は 48.9％です。(16)これも度々出題される問

題ですが、選択肢にある言語｢C｣、｢BASIC」、｢Java」、

｢ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語｣の中から、最も機械語に近いものを答

えます。正解は｢ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語｣ですが、正解率は53.2％ 

です。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとしては、基本的な知識です。 

第５３回 

(1）直流回路の問題ですが、4 級の問題の中では正解率が

特に低かったので取り上げました。1ｋΩの抵抗2個が並列

に接続されたものと、これに 500Ωの抵抗が直列に接続さ

れたものに直流電圧が加えられています。与えられている

のは500Ωの抵抗に流れる電流3ｍＡで、求めるのは電源の

電圧です。図から分かるように 500Ωの抵抗は電源に直接

接続されていますから、電源から見た回路の合成抵抗を求

めて電流の値 3ｍＡを掛けるだけでよいのですが、正解率

は 40.0％でした。(11)第 52 回の問題(11)と同じ趣旨の問

題で、前回は検定試験の受験資格で今回は博物館の入場無

料の条件ですが、条件を表す論理は同じです。今回は、論

理の正解率が90.7％、論理回路の正解率が86.5％で、いず

れも前回の正解率を大きく上回っています。同じ問題でも、

回によって正解率が大きく変わる例として再び取り上げま

した。(14)選択肢の中で、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの動作速度を基本的に決

めているのはどれかという問題です。選択肢は四つで｢ﾃﾞｨ

ｽﾌﾟﾚｲ装置の画面の大きさ｣、｢ｸﾛｯｸ信号の周波数｣、｢主記憶

装置の容量｣、「外部記憶装置の容量」です。正解は「ｸﾛｯｸ

信号の周波数」ですが、正解率は56.7％でした。現在、ｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀの動作速度は非常に速いので通常の用途では気にす 

ることもありませんが、知識としては重要です。 

（ディジタル技術検定・中央試験委員会） 


